
第3期ひっとプラン港北（平成28～32年度） 保存版 高田地区計画



人口、世帯数などの状況     （平成 27 年 9月末現在）　　　 　年齢別人口の現状と見通し

区の北西部にあり、地区の北側の一部は市街化調整区域になっています。居住者の約 60％は戸
建住宅に住んでいます。市営地下鉄グリーンラインの高田駅があり、また、宮内新横浜線の整
備が計画されていることから、交通の利便性が向上することが予想されます。

地下鉄グリーンライン開通後は人口の緩やかな増加傾向が見られます。20 歳代の転入が増加し
ていますが、一方で居住歴が長い人が多く、高齢者の比率も高くなっています。平均世帯人数
は少なくなってきていますが、区の平均を上回る状態が続いています。人口、世帯数とも今後
はほぼ安定した状態になりますが、順次高齢化していきます。

各町内会で災害時要援護者支援に取り組んでいます。地区内に高田地域ケアプラザがあり、様々
な福祉保健活動の拠点となっている他、親と子のつどいの広場「たかたんのおうち」があります。

●今までの取り組み　
自治会町内会ごとに災害時要援護者への対策に取り組み、その取り組みを通じて隣近所のつながりを目
指しました。

●地域の現状と課題
一人暮らしの高齢者が増えてきています。若い方は増えていますが、地域の活動への参加は活発ではあ
りません。活動の拠点となる場所が少ないことが課題です。

●今後の方向性
高田町連合町内会と高田地区社会福祉協議会は、お互いの活動を充実し、連携を深めていきます。災害
時要援護者支援の取り組みや、地域で活動している団体の顔の見える関係づくり、子育てに関わる人や
施設のネットワークづくりなど、民生委員、地域ケアプラザとも協力して進めていきます。

高田町連合町内会、高田地区社会福祉協議会、各活動団体などが計画に基づいて推進します。
「ひっとプラン役員会」において今後の方向性を検討し、年 2 回開催する「ひっとプラン推進委員会」で
情報共有と確認を行います。

自治会町内会や行政からの委嘱委員、地区社会福祉協議会、地域で福祉活動を行う団体から意見を聞き、
策定委員会で計画としてまとめました。

◆ ２期計画までの取り組みと 3 期計画の方向性

◆ 計画策定の経過

◆ 計画推進の体制・振り返りの方法
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◆地区の概況
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支援が必要な人を把握し、日頃から見守っていきます

地域活動への参加と交流を通じて顔の見える関係づくりを進めます

支援を必要としている人を、地域のネットワークで支えます

子どもたちと地域のつながりを深め、町ぐるみで子育てを支えます

● 子育てを支援し、また、子育て中の方に地域とつながる重要性の理解を促します。
・子育て世帯同士や、子育て世帯と地域の交流を充実し、顔の見える関係をつくり

ます。
・子育てサロンや保育園などを通して、子育て世代の方に地域の情報を伝えます。
・地域の幼稚園や保育園と連携して子育て支援を行います。

● 地域と学校が連携し、子どもと地域のつながりをつくります。

● 自治会町内会ごとに災害時に要援護者を支援する仕組みをつくります。
・災害時要援護者の名簿やマップを作成し、定期的に内容を確認します。
・自治会町内会と民生委員が要援護者に関して定期的に情報交換します。
・防災拠点訓練等にあわせて要援護者の安否確認を行います。

● 隣近所の緩やかな見守り、支え合いがあるまちづくりを進めます。
・自治会町内会と民生委員等が連携して見守り活動を行います。
・いざというときに隣近所で助け合う意識を高めます。

● 行事や活動への参加を促します。
・ホームページや広報紙、口コミで活動の魅力を伝えます。
・高齢者と若い方、子どもたちが一緒になって楽しめるイベントを検討します。

● 地域活動の担い手を育てます。

● 住民同士が交流できる場をつくります。
・住民の誰もが気軽に集えるサロンや居場所の活動を継続、充実します。
・「ふらっと高田」「たかたんのおうち」を活用します。
・ウォーキングや趣味活動を通じて仲間づくりを行います。

● 地域の福祉活動団体がそれぞれの活動を充実していきます。

● 活動団体同士が顔の見える関係をつくります。
・活動団体同士や福祉施設が、情報共有や課題検討する場をつくります。
・自治会町内会と委嘱団体が連携してまちの活動に取り組みます。

● 高齢者や障がい者等への理解を深めます。
・住民に向けて啓発講座を実施します。
・高齢者や障がい者が集えるサロンなどの活動を通じて交流を深めます。

● 地域ケアプラザ（地域包括支援センター）と連携し、住み慣れた地域で暮らし続けられる
仕組みづくりに取り組みます。

「ひろがる」「つながる」「とどく」は、理解と参加の「ひろがり」による活発な地域づくり、
人の「つながり」で進める安心なまちづくり、支援が「とどく」仕組みづくり、の３つの
計画推進の柱を表しています。

◆具体的な取り組み

C  横浜市港北区ミズキー



● 「ひっとプラン港北」に関する問い合わせ ●
港北区福祉保健課事業企画担当
　TEL　045-540-2360　　FAX　045-540-2368
　E メール　ko-fukuhoplan@city.yokohama.jp

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561
　E メール　info@kouhoku-shakyo.jp

● 地区の活動に関する問い合わせ ●
高田地区社会福祉協議会
　TEL　045-543-5561 　  FAX　045-543-5561

高田地域ケアプラザ
　TEL　 045-594-3601  　 FAX　045-594-3605

港北区社会福祉協議会
　TEL　045-547-2324　　FAX　045-531-9561


